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令和 5年 6月 12日 （令和 5(2023)年度第 15号） 

全国保育士会委員ニュース 

 

 

 

 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜ニュースの内容＞ 

◼ 「食育調査会」(自民党)が開催される 

～全国保育士会における食育の取り組みを報告～ 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

◼ 「食育調査会」（自民党）が開催される 

～全国保育士会における食育の取り組みを報告～ 
 

令和 5 年 6 月 7 日、「食育調査会」（自民党）が自

民党本部で開かれ、全国保育士会における食育の取り

組みについて村松会長が説明を行いました。 

食育調査会（会長・土屋品子衆議院議員）は食育に

ついてさまざまな政策課題を議論する場です。村松会

長は本会の食育の取り組みについて報告する中で、給

食の外部搬入について、本会の考え方を説明しまし

た。 

【外部搬入にかかる村松会長の発言主旨】 

➢ 本会は、「子ども一人ひとりの発達や健康状態

等に合った食事を提供できる」、「食育活動を

促進できる」等の点から、自園調理の優位性を

主張している。 

➢ 平成 10 年に、すべての保育所における調理の

業務委託が可能になって以降、段階的に規制が

緩和されており、現在、特区において容認され

ている公立保育所における 3 歳未満児への

給食外部搬入の全国展開が検討されてい

る。 

➢ しかし、食は、子どもの生命の維持、発育には欠かせないものであり、心身の成長

に大きくつながっている。子どもへの食事提供の意義をふまえれば、保育所、認定
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資料説明をおこなう村松会長 

食育調査会長の 土屋品子 衆議院議員（右） 
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こども園の調理業務が、利便性や効率性、経済的優位性などと引き換えに、子ども

たちの適切な成長・発達を妨げるような制度改定は想定できない。 

➢ そのため、全国保育士会は、外部搬入断固反対の姿勢を示し続けるとともに、引き

続き自園調理の優位性を発信する取り組みを行っていく。 

 また、友納りお参議院議員から保育所・認定こども園でのアレルギー対応について質問

があり、村松会長からは、アレルギー対応は保育所・認定こども園では日々緊張感をもっ

て、対応していること、また個々の園児のアレルギー対応を行うことも保育者の専門性で

あること、さらに、すべての園に栄養士が配置されていれば、よりきめ細かな対応が可能

であると回答しました。 

 全国保育士会では、食育を「保育の一環」ととらえ、保育所・認定こども園等における

食育に関するさまざまな実践を言語化するため『子どもの育ちを支える食～保育所等にお

ける「食育の言語化」～』を作成しています。また、自園調理の優位性を説明したパンフ

レット『食べることは生きること』を作成しています。 

 『食育の言語化』、『食べることは生きること』をご覧いただき、あらためて食育につ

いて考えるきっかけとなれば幸いです。なお、上述の成果物は全国保育士会ホームページ

からダウンロードすることができます。 

 

⇒全国保育士会ホームページより抜粋 

 

【全国保育士会ホームページ】 

トップページ ＞ 発行書籍・パンフレット

等のご案内 ＞ パンフレット・報告書・チ

ラシ 
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